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コク't/りゐ羽化に及ぼす来由含水主の監督苧LJI

去 .禾 ･!-..英 i J, i::I../.
･(京都大塔丑畢部屋虫理研紀男) l,I/＼′∴
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L い. ,一･緒 ･ 膚 . I,A､

I,3.クノウ,.(Cala益dr&dryねe'L.)七 関する研

㌦ ∵潮 ,･多くの人祇 よ措 くから行われて轟 ,･

L/ t

､

'㍉乗の今林丑とコクゾウゐ成育との開院時つYlての/ ･● I-'■
研究は･'近藤 (19･07),村田 (19-97):高橋 (1981);

PendyJ&Elkington･(1920)及びNewsJ占Iad&I■
･i)uva-L(1919)の研究私 共や教嘩 め7:少く

胤 .ヲ才Ii7ゥ以外の貯叡苦虫と穀物の含水丑とやI LL _ ._ ___LI､
-.､関係についても上記のPendy､&Elkington/(19

叫 ,N･ewstead皮DuiaLl(1918)及びLlアrekh.'n

I (19.36)や研如 鹿に,尊者'o知る野国で吟,.金

･･ く糾 様で巌 ･ヰLて･軸 慶の十rc,･一如

:,::zk%･含丑疎 を以てコメリウ?羽化晩出押 野 E
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手管藍酒.L':とれあ外梢は在6._0-0.4'mmの毛細

･･qとt,.細 の拙 守生虫の投入を防止するため_

l

∫

･tに和紙を以て坪野した'･.､ 一′

{･･賢験は上記の瓶に/一ogP米と羽化在役の申畠

雌耽6封ゐコクノウを入れ, .ゴム栓を施t九 ･･●

･.i-08｡d±bl･8｡Cの恒温鰭中で行った1位蔽群の中I
は符桓暗黒や;張度は殆ん1ど常に働和状倭であっ

･た.∴ l ド ,

′ヽ-
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･Ll雌 塵咽 の甲 は如 問離 綾 岳し脚 を苧∴

･豊 芸'.意 志 畿 怒 諾 課 芸 ･ ./
1

は･融 蝕 壷 よ輿 占毎細 野 甲数及読 一･,七
位を調べて醸vlていつた･而し耳質験伝法,､上記

5稜の各含水丑についてそれぞれ5瓶常て,計_oS

瓶のコク?.7/を飼幣 h･, ノ l ､･言 -
∬･安 -Ir飴 ,ヽ 成 績■■

I:'･憲 菱 軍蓋;:…去慧 琵 警琵 ≡≡ ≡ il:i,'･i冒芸買誓書･27琵 琶軍票吉芸瓢 箪

tI-~ー.

毒した様な研究はn'とつも見Jられない･1

筆者､は此野に未だ不先金では串る甲,,博温度ゐ ･

下rc'藤してコクツウの甲化庶出が米あせ準 に如 Ì

何に甲響され辛か転知るため･昭和16年1明 よ少一･

療永爾発生rct諾んP感謝するど共吟,.貰験中始終Jr1 1 1
御助力を惜しまれなかった研究堂の各位に厚く薗

忠を衣する次第である. t
㌔ - ヽ

'Ⅰ二賢由 嘉赫 方法 ヽ-＼

Tf除に用い孝コクtノウは常研究史呼て長年にわ'ヽ
ガ ♭歯音を絞けている系統の･ものであらた;-.＼

I. 併読栄と',t!ては'昭和16年政宗都窪水軍旭甲玄

瀕 を用い,水分合丑の調節を行って約 3ケ月間密

潤貯成し;11･4f.i4･6お,16;8%,1t7‥,8%女び

19･0,06の毎食呼 ゐ米を準 ㍉ .

､ 飼育瓶は,腰部の外在60甲叫 ′内在訂mm'サ
･在は 50mm･一高亘 84mmあ済口瓶で/.Bは≠ム

釦 使用した･ぎム痩ゐ'恥k.-pc州 毎 4m甲の碑~ /
一 ~ -.■

､′和 鹸 艶 邪 見蓮 遠軽 感 A161号＼ Yt

二 ㌧十 伽 科S･j18･91:PTS7',(望 7,jj.上
I /

＼J

:三=-::::;I.-:--三言 宕 :-i-三 三三;=::::_I:-;::三

っ羽舷したのみセあらて,それ以後に卿 ヒしたも

?は質験纏丁まで 1預もない･14･5% の笹は, ､

㌫ 昌冨芸筈芸昆昆孟諾 Jbbと誓 認 諾 諾
ノ l

日日岬 他 出を催 ｡･.粒柊は118白日であb̀rた
(.nl衣).16･820'の虚が 8日日に各瓶とも窮化した

)

･

･.Y
.

l諾霊 芝若造と完了芸見よ芸芸芝708言許 諾 _I,

､＼湧 同様に終了しkl:池 山 の瓶奉げ即 3白月に出

港つせいたL(即売).17.声%の直に於ては,-Eわ 与∫.
板のみ達に賢験の終.aTtで一頭も羽化呪出せす,I

･上れに如 て蛸 因が全 く不明であ轡 で成融I

は タiL準.衆 も早く卿 ヒしたものは-08日日で , ∫ ､
短いものでは48日目に卿 ヒを開始した.･日経 か /

1 ､■ ∴ ､ ､ .73
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第1表;14･5%堅香坂?叩月毎の劉ヒ取出欺 1/,二･

L:卓...,､こ;1潤 ''23:119言1 I

守 pt 了 0:612ノ.Il一:_:Lliさ+I
I:ノ第2衣16･8%区各瓶毒相 日毎p羽岬 出IR

38 43､ 48636863687378
＼ <I ＼二義;Jt.71'"l'PsI-A-･

.._'古:.'二ド.亘 L A.二-1∴3p._23:!41■119.L,12..1■/o'卜

gll49331222

0′31115 63ヽ2
4166-137 6 3

4.2511TTl二
6138 9 0J-0 2

21'6､＼2 2 2J

は･･早いものは6和 日に終 り;7明 日YC:拭全部終･

7した (那 衰). ､′ ーI /

19,.0%絹 で這;f巌 流は いて28日目に声
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い ､ ､ l l ､
傭 3表‥17･8%区各鵜の5EI日毎の羽化痕出表.∴

I ;一

2813338p434853586368甲 78

谷 I, 1 63413･4

♀ 巨 / ò 2 9 も 2.

†-1 了 .1;.172862123.6--1.

昔/巨1 1ー0146523 3 .1J)

早Jr 一 一3449-18 6 ･2 .1

73353-℃8/4 3 1､

♀l ′づ 6･2125.lt ℡ l l

療異係数車革め準虚,琴可裳の如くで わ た:
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始より卿 ヒ晩的まt･の期間石奪均値,模糊 払 l＼iZe亡

28'3338､.43′..4863
58､l63 68} 3

8̀ 66 ll

､′ ∴ ′̀6 15 13 6

1ヽ1･8･3S､･-43 2･1 L.

0- I 1 a10171(3,0
2_07 43､20.40
--.･.●-一一一一一一 一■- ■･.･

12∴18･io

L20447.51 9･2 0

1028}33:5 ･411

Lt 222 16′･0-0言9､.

0 . -0 8 8 5
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工 学5RJ湯 農 芸 蒜 の斑抑 叫 ｡ -

1

軌 羽化耽出し牢が;其の後15,B乃至25日間卿 ヒ ∴/
如中絶し,48白日乃至声8打日よか再び弱化し始め .

.た･DP瓶では48日目から狗 ヒし始めた･羽化の
l 終了はr卑小や岬 は58日日･華 やもの態は7叩
､､日が放後であった価4表)守 一′､

JJ以上あ如く･′年率適 正の関宿･巌 甲 葬叱
頻出の欺間は極めて不揃いであった･比較の馬'＼ ＼
各含水丑の匠を1瓶,即ち雌雄5封嘗少の資財乳El
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羽化放出敦′･' 羽比投出取を5日や毎Jこ1瓶f:

･柳こして見ると,l新 鹿 op如くたわけ各水分含畳 .㌔
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一･＼了 第6表 ･… 1舵や 封)平均C:i-,日日T.Iの羽化耽LHIBtI

ヽ
~
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p/ ltt

11

少後考ヽ

､ 恥 たらしく､･由の様な香を放ち喝L;潔の上回､

､ は雛 よって即 に離 れ 籾 外見iJL壬も

(I

の匠の羽化耽出政や合計払 1.瓶平均にして第7

嚢o･様にならた. ノ ー′

酢7衰′;1瓶.(雌堆5封)平均羽化晩Eil取組計

一計●

I.､毎 革の隆の各靴 即 る6叩 壷の靴 ぬ
.ー出敦は滞項の第1･第2･第3･第主義に示しか

＼'胤 如 ヒ耽出教長嶺入らない弘 17･8%｣19.℃%

＼0.両匹で性質験中家第に徴が甚おしくなり団辞を＼J 一- ～
＼申 しやゝけた棟に見られ,･%の篤であらうか,第8

衣に示すように米粒ゐ外に晩興し孝幼虫が浮叫見/
受ヾけられる様に左った.､と+b幼虫の大きさ一定せ

＼ 一す大小様々であっ元. ＼
1I

■.′第8未 :6日日毎の粒如取出幼虫取 '

I ､19･0% ､
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生じ始あ,60日頃より甚だしi改列襲醇を＼

元分泊っている串か判ぞ浬に卵 ,速には悪臭を

放ち始めるに至った..

以上各区の米の水分む質感終了直後定量L,I

./瓶常少の平均を出すと第9衣の如 くである./ I

月 J .＼碁9表 :-水分含有畳の廻化

Tf扱開始時Tt･4I,14･早いd･SI
軍政終了年技 tlO･叫 15･

I I ～ / _
成虫の生存期間 t ' ＼

I11･4%中位では何れの瓶に於いても例外な､く28

日目に全部死滅していた･'14･5Jge堰 で良A及甲_ー､■I

Bも瓶の離 弼づブを除bて28日畔 は全部葬 ん

三‡三;三三≒三三言_::…三 …三 三≡ ‡
16.8%ゐ遠k28日目で舶 4頭生存じで居 り,.41日

LluJIll
日に伶25預生存して離 た.17.8%及び'_19.0%の

義隆で軽 率Lh.S二両 僅あで桓 て･,'hhi'大

軍分哩 日日ま撃 雫して店やた･

I ･ _

pl･変態開始よI)羽化脱出ま<の期間 ト

･･L.水欝

芸.74mKLio:由 東 はふ さ最 海 て少.､､

-く'殆んと望化がなかった･,14･5%のも.のはコク

リ如 軍 痕の他轡 壷 S!'伽 率 ら,れ扇 ∴

?た･16･8%の直畔 ･6%に適 して食客q,程度､,

潤 亀甚別 ノく-;65b日頃から徴の生じ始めた卿 ミ .
4

声も･17･8%及び19こ咳 の南軍でPi.･40H自由よ ､

1 -′
l

ノ 1

開始土か羽化晩出た空ろまでの期間は卑合

各概と7も酪めて不規則やあって/この期間

tの1現常D.即ち雌雄5華惜 て甲平均値,､標準偏差

及轡 夷係垂坤 5秦の如くであ競 ･由ち含埜

畳の垂頑 隼阪田までの期間K=祝融正tl帽 琴を

I,輿えないも句の如く患われる･ ･t-.㌔

然.L怒がら卿 ヒ脱出数の最も多いのは水分含有

!壇1,6･8%の琴合であらてトキの場合に於いて馴 ら

脱出までd平均日数が長大でも'b17.8%,19.10%

､--の侶vc,流す早0,号視 られる･,- ■

I､ l＼
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/初化脱出軒 / ･､
こ_Ill'･4%の贋では5瓶合亘て僅か4頭の推しか羽′

-,LE壱37,との楳呼乾燥した米では成虫も殆んど産1.=

･ 即 す幼虫の野 も極めて不良なものの如く膏

享…≡ ≡ 三三≡ ≡≡喜 主

Ebh
＼

`者の援助との斯くの如き著しき毒性何によるか･≒

一村甲のTf験方法など蕗紳 判らぬ郎 之を詮申しt . ･ ､ ･= ▼ ･

難い･ √｣ .,･.
- m化晩出数は質験成毒劉こより明か夜桜に16.･8.%/

' ` 悪 霊芝 三･謹.･諾oo霊…慧 票差;芸 ko竿芸

化晩群数に米粒外呼耽出した夢虫の数を加える.と

16.8%以上のもの七は;ー∴其の差が殆んど無くなも
′ ./

~ ′ーVl~~▼~~̀rヽノI~~■~-ttrヽ′′ヽVイこし=rV/Hr■′t.-▲lヽiヽ ■くhq■′

i,･とをね ら克て,禅 撃 卵数k161･極 上のも

J'＼のでは何年功扮 合丑あ場合も大益がJL.Vl′らしくJ

て 恩納 季･従つ.{16t･8%以上の含水量の国準砕け
'る羽化投出故お城少k,含水丑の過多の時態々の

原因で幼虫の怒青が国雄となる結果字するものら

一､ しく考え扇や 賢讐 '･ it
･ 如 表 :督含水監現虫確堆1画平均の羽化恥 嘩

及駄旧幼虫敬 ･
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'く永毎蓮車 重嘩 誤差であって/･毎分含有量掛 .･

ん,ど奨化し在か空 もあと畢坤 Fi･/:11･4墾 臥

を除いては各国典軍政中に含水草増力叫 ,∫
加あ桓 紳 ･5%,,16･8%の笹では開始筒
して撃化がなかi)た.17.8%,J19.0%に-あ

′..1

･

･＼

▲
.

槍

大
ン
は
.

め
.)と

.て

そ
小棒
も

著しく増加しヰいるが,′,牢の水分含丑の増加は,

≠i,-ノウ卑官中ゐ由 作用,特に呼吸,東隣代謝

I

II- ヽ∫I
並に,磁位よる拳の建質等に原因するものと見られl _. *､ I､l -･
ろ･高含水量'の米Pt徴の生すると.とは河野(1941)
と廃除咋耳も鮒る払 含̀水量16:8%以上ゐ国昭は

何れも徴が蟹生し,也 :弓%,一19･0%の開拓は持た

:'票 悪 霊 轟 箪 簸4～ -- . J

I
;滞 しかった!即ち, コ3;ノウの成育に良好な試合 /

水盛の離 ,又徴p教育にも好適であち･ Il′

=､な
･
･も
.

人
魂l

十 14,5%匠では41日日まで隼存し卒も?が9,gl'i'
混 られ,含水丑の増加'と共に生野する日放が多く-/A

革った･hどれな水分牟石畳の多Vl米粒成虫の生活

･には通している馬であると考えられる･.,､
- 既出幼虫 : (, L.(. ,-

iZg
i∵J∵ 十

r含水即 7･8%及び19･'0%の屈に於いて穀粒羊か.･l

股申した幼虫'b!見6れた･こ押 恐らく轡 の中
の水分量の過多ゐ巧か,叉は怨に■よる米のFtL"tF"JY.IT) I,･

済 ･Lン警慧三･三豊子七三'i票望警三慧rnK三豊̀̀JI

薄 箪 芸…'i豊富怒 る米粒壷
/

∫

l' l

vt..′摘.'､ ′廟
'･ ′､ ノ I I r

11･4%,J､14･5%,I16･8%,1rて･8%及由19･0%b､
省 含水量ゐ米車以て,/ヲクメウLの羽化脱出放及び

悔 胡 串 如 亘る蕪 の如 轡 何な車 野I,
･を受止るかむ蛋験し,潤 せて含水丑に伴う米の状 ･.i

∫).′含埜勘碓i'嘩l計

､ヽ.'之'た就いては,松滞 (1947)に承る

p

-･コ コクゾウ

の研和 野合,卿 ヒ準甲琴轡 の&,Zk畳17･8隼
場合最も多(I,19･0%,16･8%a5馴 減少してふ .I/態の嚢化,L歳虫p生存期間えの影響などを恥 し

･号事離 比校する時,興味がある･ ●,･ 圭
一励 ヒした成虫a2性比は第10表に判る様に,･11･4

ン%坤 い璃 んど,どの含水丑の場合も準 と幽

' 割合は2封 1時近 く,坪井 (19111)1の恒温に於け,

る貰勘 こては各軍慶の場合共1約坤 lpTC,あっ妄

-I

串筏と比校する時に,､如向な畠原医は準 の差をも

たらしたかは不明でb.るが興味あることである･

米の状態 :. J ･′-〟

＼ 食通 里 豪の遠㌫ 亘9表面 壷 墾 読

水か蚕丑が減少している様であるが,_tれ血恐 ら

＼ r l

･'56･ 十 rt

l. ･ ■ - .

1

tc結果を要約すれば女の如く把ある･

ノ1･贋奔よ打認め.Bれてい帯域狩,大体含水丑

の大なるもの鎧戸クノウ由成育に適する.I
--･一等･11･4% -0如く乾熟した米はコ汐ノウ幼虫

'~の成面不良のう苧らす,朗 の細 にも欄 抑 L

あ去二一,･ ,'J I , ･､ 1

-/･_司･-1618%がコクノウの萄育生存に戊も週常でII
＼宣 れよ歩合石畳主軸 加すると却ってコク3/クの成

育に啓があlB･L与 l ･ 一

､長 与 賃約 甲 ｡靴 警 誓 轡 弊 紙 ､

_JJ,～. I P ● 一 /

_ヽ.､



の蓋に余 少影響されないが,16･8%の場合にやや

大であった･ ､

5.16.8%の場合栄にやや徹を生じ,17.8%及

､ ･ぴ,19'･0%のものでは徴が著しく隼じ'米は取掛

するものの如 くであった.

6･.羽化成虫の性比は11･4%を除いて'何れの l

l 含水丑に於いても雌封姫は約 1封2であった･

7.成虫の生存には含水量の大なるもの程速常∫
であった･､

'8.17.8%及び19.0%では幼虫が米粒より取出

するのが鬼られた.

9.米の含水丑の大なるもの程,コクノウの成

育中の水分含有丑の増加が大であった｣

∫
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